
症 例

患者：７７歳，女性

主訴：腰部の腫瘤

家族歴：特記すべきことなし．

既往歴：高血圧治療中

現病歴：約５年前に腰部の腫瘤に気づいたが自覚症状

がなく放置していたところ，徐々に増大してきたた

め，２００５年９月５日に当科を紹介され受診した．

現症：腰部正中に２５×１４mm大の褐色～黒色の色調が

まだらで，弾性やや軟，広基性の腫瘤を認める．周辺

皮膚に異常を認めない．（図１）

病理組織所見：エクリン汗孔腫などの皮膚付属器腫瘍

を疑い皮膚生検を行った．表皮より連続して下方への

びる上皮索が増殖し，不規則に吻合し網目状構造を呈

し，一部で角質嚢腫を認める．この上皮索を取り囲ん

で線維性，浮腫性の豊富な間質が増殖している．（図

２-a）また上皮索と間質の境界部には裂隙形成のみら

れる所もあった．腫瘍細胞は好塩基性に染まる大型の

核を有し，細胞質に乏しい基底細胞様細胞からなり，

上皮索の辺縁では柵状構造を呈する．（図２-b）以上

より premalignant fibroepithelial tumorと診断し，

局所麻酔下に３mmの free marginをとり脂肪層で切

除，縫縮した．

腫瘤全体の病理組織所見：広基性の腫瘍で，真皮浅層

に境界明瞭な腫瘍塊を形成している．（図３）切除断

端に腫瘍組織を認めない．上皮成分に比べ間質の占め

る割合が多く認められる．間質はアルシャンブルー染

色で濃染し，エラスチカワンギーソン染色で弾性線維

は全く認めなかった．

考 察

premalignant fibroepithelial tumor は，１９５３年

Pinkus１）により初めて報告された基底細胞上皮腫の特

異型で，組織発生も同じであるとの考えが一般的であ

る２）．本邦では１９６７年に石川３）が最初に報告して以

来，我々の調べえた限り現在までに自験例も含め３７例
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要 旨

７７歳女性の腰部に生じた Premalignant Fibroepithelial Tumor（Pinkus）の１例を報告した．大きさ２５×１４mm，褐

色，弾性やや軟，広基性で扁平に隆起した腫瘤．組織学的には表皮と連続した好塩基性の基底細胞様細胞が細く索状に

伸び，互いに吻合して網目状構造を呈し，間質には結合織成分の増殖を認めた．本症は１９５３年 Pinkusにより初めて報

告された基底細胞上皮腫の特異型で，自験例を含め本邦では３７例の報告があるのみで，比較的まれな疾患である．

キーワード：Premalignant Fibroepithelial Tumor，Pinkus，腫瘍

図１
現症：腰部正中の腫瘤
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の報告があるのみで比較的まれな疾患である．Pinkus

によると本症は臨床的に有茎性で線維腫様外観を呈す

る腫瘍で腰背部～仙骨部正中に好発するとされる．好

発年令は中高年，性差なく，大きさは５～１５mm程度

が多い．色調は皮膚色～黒褐色と様々である．発生部

位について本邦報告例を検討すると下腹部が８例と最

も多く，ついで腰背部７例，外陰部５例，下腿４例で

ある．また恥骨部，鼠径部，大腿が各々３例であった．

その他，顔面，頭部，上肢に生じた例もあった．通常

の基底細胞上皮腫と異なり下部体幹に好発する理由に

ついては現在の所不明である．

病理組織像は非常に特徴的で，表皮と連続した上皮

索が下方へ増殖し，不規則に吻合して網目状構造を呈

し，この上皮索を取り囲んで線維性あるいは浮腫性の

間質が多量に増殖する．この豊富な間質により腫瘍細

胞の深部への侵入が阻害されている premalignantの

状態を保っていると考えられている．基底細胞上皮腫

と本症の間質には性状の差が認められ，本症ではアル

シャンブルー染色により濃染し，エラスチカワンギー

ソン染色で弾性線維を欠いている．間質の性状の差が

腫瘍の増殖形態になんらかの影響を与えている可能性

も考えられている４）．

本症は上皮系と間質のバランスが不安定であり，上

皮成分が間質に比べて優位になると通常の基底細胞上

皮腫にみられる組織構築に類似してくると考えられ

る５）．本邦報告例中１０例に同一組織内に充実型の基底

細胞上皮腫の組織が混在していた．自験例でも一部で

腫瘍細胞の充実性の増殖を認めた．

鑑別診断としては本症と同様の fibroepithelialな増

図３
腫瘤全体の組織所見：広基性の腫瘍で，真皮浅層に境界明瞭な腫瘍塊を形成．上皮系に比べ間質が優位に増殖．

図２‐b
腫瘍細胞は好塩基性に染まる核を有し，細胞質に乏し

い基底細胞様細胞からなり，上皮索の辺縁では柵状構造
を呈する．

図２‐a
病理組織学的所見：表皮より連続した上皮索が網目状構
造を呈し，その周囲に間質の増殖を認める．
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殖を示す eccrine syringofibroadenomaが挙げられ

る．eccrine syringofibroadenomaの索状部の細胞は

本症と異なりグリコーゲンを含む小型で均一な立方形

細胞からなり，腫瘍索内の管腔形成と間質における線

維血管成分の増殖により鑑別される．

ま と め

典型的な premalignant fibroepithelial tumorの１

例を経験した．本症は基底細胞上皮腫の１型である

が，臨床的，組織学的に通常の基底細胞上皮腫と異な

りきわめて特徴的な所見を呈する．
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A Case of Premalignant Fibroepithelial Tumor
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A７７-year-old woman with premalignant fibroepithelial tumor of the lower back region is reported in this

paper. The tumor was ２５×１４ mm in size, brown, elastic and slightly soft, showing broad-based flat elevation.

Histologically, basophilic cells, resembling basal cells and contiguous to the epidermis, showed a thin restiform

arrangement and assumed a meshwork structure through fusing to each other. The stroma showed

proliferation of connective issue. This tumor is a specific form of basal cell epithelioma first reported in １９５３

by Pinkus. It is a relatively rare condition, and only ３７ cases of this tumor have been reported in Japan to

date, including the present case.
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